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3) ，(パロー グロスマシの)，数丑調整fデル』は， ，肱主的』な需給の観点からは『不均衡理
論』であるが，有効的』な需給η観点，pらは， やはり一種の『均街曜論』でめる。J(加藤寛
章，大佐栄治 [4J所収「訳者まえがきJp. ix.). 
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るよ打は，所得ないし数量制約の関数であるという点在重視レたものであるか

















































































Yニ Y(P) Y'>臼 (2) 
7) K. Jアロー [2) (p.45) は，在庫変動(~需給不均商〉を考慮した場合には，価格の変化
正直はさらにゆっ〈りとしたものになると主張している。
8) 最近』スベンソン【19)，グリー ン マジャムダー[6)などによって， 上記のような国定価
格モデルの同軍点の「解快」叫確率論的な方法によって行われてし4。とれへの批判について
は，へイ [8)p. 225参照。
9) 総需要Dの内の 部総投資Iは，ー 舷的に利子率の減少関数とされるから， (3)式は，








dPc=P-P_，二 kJ (kは正定数〉 (4) 
なる7悼をとっている山。しかし，現実0)価格メカニズムには期待の果たす役割
が大きいから vイドヲ-(13J，月タイン(18J等の定式化





P-P- ，~(l-，)(P'_ ， -P_ ，)-kJ (7) 
となる。ここで，右辺第項l主前期に既に与えられた先決変数であり，今期は
外生=定数項とみなせるから， (7)式は次のように書き直せる。
P-P-，=f(J) 1'<0 (8) 







たJ (グライン [IIJ邦訳 pp.244-245)こと』①E論的にもj とりわけケインジアンにおいて
は， r投資り利子非弾力性」が詰められていること，である。
10) たとえば，アりングハム[JJ pp. 120-123 
11) ただし，スタイン (18Jの方は，



























12) i期待」が不均衡の原因になることについては，たとえばベヲシイ [5)pp. 99-100審問ゅ
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Y二 Y(P) Y'>口 (2) 
D=D(P) D'く0 (3) 
J=Y-D (1) 
p-p-，=f(J) 1'<0 ( 8) 
M Li>O， L/<O (9) Uニ pーL，(Y)-L，(r) 
γ r-，=g(U) g'くo (10) 
(2) (3) (1) (8)式においては未知数が4個 (Y，D， J， P)であるから，




dJ =Y'-D'>O dP (1)' 
よって， (1)式はJとPが増加関数の関係にあることを示Lている。他方，
同様に(8)式の両辺をPで微分すると，





Pで全徴分し変形すれば，M>O， Li>O， L/<O， Y'>O， g'くOだから
( l';!， +L(Y') dU ¥ p2-，-.LJl .1. 





































Y=Y(P)+Z Z>O (2)' 
と置きかえる。この時，モデル全体の諸変数をZで徴分したもののi直を見れば，
Zの諸変激への影響〔特にその方向〕をチェックできる。まず.(2)' ( 3) (1) 
式を(8)式に代入して両辺をZで全徴分すれば.f'くO.Y'>O.D'く0だから，
¥L，ヨ m十L1'*Y Lt'*>O CD 
L2=n+Lz'*r Lz'*<O @ 
g(U) ~1十E ホ U g'申<0 @ 
とおける。 ここで， 梓はその値かむ但東売におけるものであることを示しているo C、ま.(8)式
f;:， 0)，①j ①を代入し，変形すれば』
p • r""/~~，，，， i.ToIo'¥P-，=， c1:1'諜→〉1-f可F京工Y可 -，= 1-(可?事士TP寸
なる形の一階の非同次定差方程式が得られる。この式の安定長件はj
|下六持守可1<
であるが，1'*く0，Y'*>O， D刈<0より安定条件は満たされてし唱。 また. (0)式に， @， 
a ⑥を代入し 変形すわぽ














ここで (1)，Y'>O， D'<O。それゆえ (Y'-D')dZ <0だかG，dZくし
また， (12)式に (11)式を代入し，1'<0， Y'>O， D'<Oを考慮すれば，
dJ 、n
dZ 1二戸π=万了/U

















ここで (11) および Y'>Oより， YFZZく0だかG dZくしまた， (13) 
式に (11)王立を代入して，1'く0，Y'>O， D'く0を考慮すれば，
dY l+f'D ¥ dJ¥A 
dZ =1三f'(Y'二万i)?1二f'(Y'二万)=ヨZ;?U
dJ /dY 
したがって， 0くすz<ョzく1である。 Dに対する効果については， (3)式
















Y=1'(長)ゎ。 ( 2)" 
この時， ( 8)式の両辺をWで全微分して変形すれば，
dP 
dW '^ 1 ~ l-fF1FYF十f'D'
-1'1'長
(14) 
次に，W/PをWで全微分し， (14)， P>O， W>O， l'く0，D'<O， Y'>Oを考慮
すれば，
d f W¥ 圭+lノ'D'-卦





16) (9)'曲線が B，にシフトずるのは， 価格水準偲下にともなう M/Pの増大効果が L，の増
大効果を上まわる時であり，B，にシフトするのはその逆の場合である。
62 (468) 第133巻第6号









ここで， Gは需要曲線の右方シフトの幅である。まず， (8)式に (2)(3)' 
(1)式を代入し，両辺をGで全微分し変形すれば，f'<0， Y'>O， D'く口だか
0， 




dJ ，.， ~"dP 2吉=(Y'ー D')百 一(17)
dP 
ここで， (16)， Y'>O， D'<口。それゆえ〔YF-DF〉zu>0だから，dG>-lo 
また， (17)式に(16)式を代入L.， f'く0，Yつ>0，D'く0を考慮すれば，
長 1-市出すく0





， 、 f T 計一>0
dG (1+ピL，'){1-f'(Y' -D')} 
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となる。他方， (3 )'式の両辺をGで全徴分して変形すれば，
dD ~.dP ~D' ";~ +1 dC-~ dC 
dP '^  H.. dD ここで， (16)および D'く0 より ，D'G<Oだから， G <10 
式に(16)式を代入して，/，く0，Y'>O， D'く0を考慮すれば，
dD 1-f'Y' 















果は第1図には示されていないが， (1)'曲線の右下方へのがフトと， ( 9)' 











( 2) (3)" (1)式を(呂〉式に代入してMで全微分し変形すれば，
ら，
まず，









dY -f'D，/Y' ¥n 
dM一てイヲ(Y乙瓦す/U
dD D，.j -f'DM'yl¥dY¥《
dM -l-f'(Y'-DI) ./ dM./v 


















































df' ¥ dZ ，-{l-f'(Y'-Dつ}'/V
d I dD¥ (-~~ 1 (， nhl?<O d!'YdZ '-1戸アヴて万F芳一
_，{ Ivl I T nn¥ 
手(~;. ) =日ι!?三二/…>0
d I dU¥ 一(菩十L1'Y') /^ 
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1'<0， D，!<O， D，;>O， Yぐ>0を考慮しつつ，前節 (4)の結果について，両
iQをl'で微分すれば次のようになる。
手(詰)=ilfffffuy<0 
d i dJ ¥ _ -DM'(P-D，!) ( ;;，-，) 己く0可ヲ ¥dM/
d I dY ¥ -D，jy' 
万'¥dM)={l-fマY'-吉明τく¥U
4デ(器)=て芸黙らす>0
d I dr、d I dU¥ ~ 
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第 2表競争促進政策の効果
P w F J Y D γ L， L， U 
[1'[ + + + 十。。。。 O 。 O ワ 。
[1' 1 + + + + + 
[g'[ 。。。。。ワ O 。。
[1' [ + + 十 ワ 十 。。
|ピl o O 。 O O + o 
[f'! + + 十 o 十 。 o 
[g'[ O 。 O O O 。十
1'<0， g'<O， Yう 0，D'<O， P>O， L2'<Oを考慮しつつ，前節 (4)の結果
について，どで徴分すれば，次のようになる O
d I dr¥ [ ~:Æ 1一 >0dg' ¥ dM) 子百平正否万一
d IdU 、 L/( ~;:If J Di1 I L.J;7 ，? >0 石川dM)ー ?守干Y五')2 
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を再確認して稿を閉じたい。 (1983年 9月3日脱稿〕
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